
 

 

富士見市立公民館のご案内 

(中学生版) 

 

 

           

                               



公民館は社会教育の拠点であり、生涯学習の場 

 

いつでも、どこでも、誰でも、生涯を通して自分の学びたいことを学ぶこと

が生涯学習といいます。学校で学ぶことも、生涯学習ですが、学校以外の場で

行われる学びの場を社会教育といいます。生涯学習は、学校や社会教育を含め

たすべての学びを指しています。 

 

公民館は、富士見市の社会教育を担
にな

う施設として、昭和３２年から設置され、

現在各地区に４館あります。公民館では子どもから高齢者の人まで、地域のあ

らゆる市民を対象に、さまざまな事業(学びの機会)を行っています。 

 

1.富士見市全体の全市事業 

○富士見市民大学 

 変貌激しい社会の中で、現代的課題についての学びと身近な地域社会をつくる学びを

つなぎ、市民的教養を身につける場が市民大学です。また、その学びあいを通じて、豊

かな地域社会へ貢献できる人材の育成を目指して開催しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・富士見市子どもフェスティバル 

 富士見市の子どもたちの健全な成長を願い、富士見市における青少年活動の集大成の

場として、２１世紀を担う子どもたちに「ふるさと富士見と呼べる文化」を伝える場と

なるよう開催しています。 

 

 

 

                       



○平和憲法啓発事業 

１９８４年６月、富士見市議会において「富士見市非核・平和都市宣言」が全会一致

で決議されました。これを受けて富士見市では、富士見市非核平和都市宣言記念事業と

してピースフェスティバルを開催し、平和都市宣言の理念を多くの市民に広げることを

目的に今日まで継続してきました。今日再び、命の尊厳や平和の意識を高める学習活動

がますます重要なテーマとなってきており、引き続き次世代参加を意識した取組を進め

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域自治シンポジウム 

富士見市地域・自治シンポジウムは、１９８６年「教育・福祉・保健・地域を考える

シンポジウム」としてスタートしました。 

「市民の様々な経験を交流し、学びあい、市民共同の力へ発展させる」ために、地域

の問題を市民みんなの問題として考えあう場として開催してきました。ここ数年は、「も

やいっこでまちづくり」をテーマに語り合い、学んだことを地域に活かす機会として開

催しています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ふじみ青年学級 

ふじみ青年学級は、障がいをもつ仲間たちの日常生活をより豊かにしていくために学

習・文化・スポーツ活動等を支援するとともに、なかま同士及び地域との交流・相互理

解を深めることを目的とし、年間を通じて開催しています。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

２.各館での地域事業 

公民館で行っている事業の一部を紹介します。 

 

○子育て学習支援事業(子育てサロン・子育てコーチングほか) 

 子育ての不安や悩みを話し合い、学びあいの機会をつくり、仲間づくりの場として開

催しています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

○高齢者学級 

  地域に住む６０歳以上の市民を対象に、教養講座と趣味クラブ活動を通じて時代に適

応できる知識を高めるとともに、親睦を図ることを目的に開催しています。 

 

 

 

 

 

 

   

 



 

○文化活動支援事業（鶴瀬公民館） 

 公民館まつりをはじめ、定期的な映画会(げんもりかん)やコンサート(ファミリーコ

ンサートなど)、熟年バンドライブ、市民演劇のつどいなど年間を通してコミセンホー

ルを活用した文化事業を開催しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

○なんばた青空市場（南畑公民館） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○青空学校（水谷公民館） 

 

 

 

 

 

 

 

○やなせ川いかだラリー（水谷東公民館） 

                 

 

  

 

 

 

各チームが工夫を凝らしたパフォーマン

スや衣装で手作りのいかだに乗り込み、柳

瀬川を下ります。また、子どもたちよるカ

ヤック体験もあります。 
 

毎年稲刈りが終わって秋になると、南畑地域

の田んぼを会場として開催される、農産物のフ

リーマーケットです。また、模擬店やトラクタ

ー試乗体験・かかしコンテスト・きぬむすめに

よる新米おにぎり販売などがあり、三世代で楽

しく過ごせるイベントになっています。 

 

公民館や小学校を使って、1泊 2日の青

空学校を開催しています。 

 年齢を超えた集団の中で生活のルール

を学ぶことや、普段体験できない地域の自

然や文化に触れて、ものを作り出す喜びな

どを体験できます。 

また地域のジュニアリーダー養成を目指してい

ます。 



○公民館だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○パソコン相談室 

パソコン初心者や高齢者・障がい者を 

対象に行われています。PC サポート 

クラブの運営により、年間を通して 

多くの市民の相談を受けています。 

(南畑公民館除く) 

 

  

 

○利用者や地域との連携 

利用者の交流と親睦を図り、地域文化の向上を目的に利用者連合会（利用者の会）が

各公民館に組織されています。公民館まつりや納涼会・日帰り旅行を実施しており、ま

た年末の大掃除や消防訓練・新年のつどいなど、公民館と共催で実施している事業が多

くあります。また公民館では、地区体育祭をはじめ、地域の敬老会など地域の行事につ

いて、施設提供や資料作成などの一部運営の補助に携わっています。 

 

  

各公民館だよりの発刊は、つるせ公民館だよりは昭和

５１年９月、南畑公民館だよりは昭和５０年１０月、水

谷公民館だよりは昭和５４年８月、水谷東公民館だより

は昭和５４年７月、鶴瀬西公民館だよりは昭和５３年７

月(現在は鶴瀬西コミュニティーセンターだより)です。

現在も町会を通じて各館区内の全戸へ配布されていま

す。 

企画・編集は住民からなる編集委員会と公民館職員と

の協働で行っており、学習・文化・地域情報の提供とコ

ミュニティづくりの媒体として地域の特色を活かした

紙面づくりに取り組んでいます。 

 

 



３.公民館は市民の自由な広場、市民活動の拠点 

(1)団体・サークル活動の日常的な場として利用できます 

町会など地域団体の活動の場に使えます。また会員の総意で運営され、自主的

な活動をしているサークルは、一定の基準を満たせば、公民館に登録して施設

を利用することができます。 

 

(2)市民の自由な広場 

子育てサロン・住民の話し合いなど、市民の自由な広場として利用できます。

また、小学生は夕焼け放送まで、中学生は午後６時まで利用することができま

す。(夕焼け放送…４月～１０月は５時、１１月～３月は４時３０分) 

 

(3)図書の閲覧・貸し出し 

図書や資料の閲覧・貸し出しをしています。 

 

(4)印刷機の利用 

登録された団体や地域団体は、印刷機・コピー機の利用、備品の借用ができま

す。 

 

 

４.小中学生の活躍 

 社会科見学や、はつらつ社会体験で公民館の仕事を知ることができます。 

また、公民館での事業やお祭りなどで、ボランティアとして協力してくれる生

徒もたくさんいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鶴瀬公民館イメージキャラクター 

/つるちゃん 



 

鶴瀬公民館  …富士見市羽根沢 3-23-10 

         049-251-1140 

南畑公民館  …富士見市上南畑 306-1 

         049-251-5663 

水谷公民館  …富士見市水谷 113-6 

         049-251-1129 

水谷東公民館…富士見市水谷東 2-12-10 

        048-473-8717 
 


